
●商品図

●施工完了図

●同梱部品

●施工前のご注意
●落下事故防止のため、取付部材や壁面の構造等につい
て以下の取付条件を守ってください。

〔乾式壁の場合〕
¡取付部材として木ねじ（同梱）を使用してください。
¡ねじ込み深さが20a以上になるように取付木（補強木）
を設けてあることを確認してください。

¡石こうボード等ボード張りには木ねじはききません。
必ず壁裏に取付木があることを確認し、ねじ込み深
さを確保してください。

¡ボード張りの厚さは12.5a以下を想定しています。
厚さが12.5aを越える場合は、越えた分だけ長いね
じを別途用意してください。

〔湿式壁の場合〕
¡取付部材としてAYボルト（別売）を使用してください。
¡壁仕上材（モルタル、モルタル＋タイル等）の厚さは
20a以下としてください。

¡ALC板やコンクリートブロックの中空部には取り付
けできません。

¡木ずり下地、ラスボード下地の場合は、壁裏に取付
木があることを確認し、必要なねじ込み深さを確保
してください。

●取付木に凹凸がないことを確認してください。
※凹凸があると取り付けられない場合があります。凹
凸を削るかスペーサーを使用してフラット面を確保
してください。

※壁の不陸は£a/¡m以下であることを確認してくださ
い。

●施工方法

¡.パイプにブラケットを通して仮組みして壁面にあてが
い、ブラケットと壁のスキマが¡a未満であることを
確認します。
※スキマが¡a以上ある
と、ブラケットが真っす
ぐ取り付けられず、パイ
プがはまらなくなる恐れ
があります。

タオル掛 KF-90

施工説明書

PSZ-1064

商品の機能が100％発揮されるよう、
本説明書の内容を十分ご理解のうえ
正しく施工してください。

ブラケット 

取付壁 

1a未満 

¡この説明書は狭小手洗器（トラップカバー）と組み合
わせる場合について記載しています。

¡トラップカバーが既に取付いている場合には、いった
んカバーを外してから作業してください。

部　　品　　名 数量
パイプ 1
ブラケット 2
トラスタッピンねじ（φ5×55） 2

AYボルト 下穴
AY-84 φ8.5～9.5×70a

GL-C33DHBとセットの場合

GL-C33DHCとセットの場合

部　　品　　名 数量
皿小ねじ（M3×6） 2
仮止めねじ（棒状） 2
型紙 1

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで

ナビダイヤル TEL 0570-017-173
受付時間 平日 9:00～18:00

土日・祝日 9:00～17:00
（ゴールデンウィーク、夏期、年末年始の休みは除く）
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™.パイプにブラケットを通し
た状態で型紙の上にのせ、
タオル掛の中心と型紙の中
心をあわせます。

£.左右いずれか一方のブラ
ケット外周をえんぴつなど
でけがきます。

¢.トラップカバー取付金具の
中心位置を型紙の中心位置
がそろうように調整しなが
ら型紙を壁面に貼り付けま
す。

壁に型紙を貼る前には、目
立たない場所でシールのり
が壁クロス等仕上材を傷つ
けないことを確認してくだ
さい。

∞.けがいた位置にブラケットをあてがい、同梱のねじで
仮固定します。

§.残りのブラケットをあらか
じめパイプに通し、∞.で仮
固定したブラケットにパイ
プを差し込みます。
上下の傾きを確認しながら
残りのブラケット外周をえ
んぴつなどでけがきます。

¶.けがいた位置にブラケット
をあてがい、同梱のねじで
仮固定します。
仮固定終了後、型紙はやぶ
りはがします。

•.仮固定した両側ブラ
ケットに確実にパイ
プが差し込めること
を確認した後、左右
ブラケットに同梱の
仮止めねじを手締め
でつけます。

ª.仮止めねじが真っす
ぐ下を向くように加
減しながらブラケットを本固定します。

10. 仮止めねじをはずし、パ
イプをブラケットに差し
込み、同梱の皿小ねじで
固定します。

11. トラップカバーをタオル
掛の下からくぐらせて、
化粧ねじでトラップカバー
を固定します。
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型紙 

けがく 

取付金具の 
中心と合わせる 
取付金具 

※排水管と干渉する 
　時ははさみなどで 
　切り抜きます。 

ブラケット 

タッピンねじ 
（φ5×55トラス頭） 

けがく 
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タッピンねじ 
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仮止めねじ 
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下を向く 仮止めねじ 

タオル掛 

トラップ 
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（M3×6 皿頭） 

注意


